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論文内容の要旨

本論文は、視覚情報機器を併用する室における複数の視対象の見やすさに基づく室の視環境設計方法の確立を目的

とし、視覚情報機器が用いられる室の視環境の実態を調査した上で、室の視環境設計理論の構築を行い、設計の実務

作業を容易に行える資料を整備したものであるD

第 l 章では、研究の目的を述べ、既往研究を精査した上で、本研究の目的に照らして求められる種々の設計要求に

対する既往研究の限界と問題点を明らかにし、視覚情報機器が用いられる室の視環境設計理論を構築する意義と必要

性を述べている。

第 2 章では、視覚情報機器が用いられる室の視環境の明視性に関する実態調査を実施し、機器の使用頻度が高いこ

と、映写画像の輝度対比の低下原因となるかぶり光が存在していることを明らかにすると共に、提示文字やスクリー

ン寸法、映写画像などの視環境諸要因の実態とそれらの要因に対する使用者の問題認識を把握している。

第 3 章では、視覚情報機器併用時の室の視環境の特徴について考察し、視環境設計の要件を明らかにし、見やすさ

に基づく室の視環境設計法の枠組みを提示している。

第 4 章では、映写画像と机上視対象それぞれの明視三要素を左右する視環境の諸要因を抽出し、視環境要因から各

視対象の明視三要素を算定する式を誘導している。

第 5 章では、観察者の視野内の輝度が均一な条件下における文章視対象の明視三要素と読みやすさ評価との関係を

主観評価実験により明らかにし、視環境設計の基礎資料となる「等読みやすさ曲面J を求めている o さらに、実際に

機器が用いられる室で映写文章の明視三要素と読みやすさ評価との関係を主観評価実験で把握し、等読みやすさ曲面

が実際の室でも有効であることを検証している。

第 6 章では、視覚情報機器使用時の室の机上面照度が低いことから、低輝度領域の明視三要素と読みやすさ評価と

の関係を明らかにするための主観評価実験を行い、低輝度領域の等読みやすさ曲面を求めている o

第 7 章では、映写画像と机上の各視対象について、設計水準を満たす視環境の実現のため、視環境要因と設計水準

との関係を一括して扱える視環境設計用資料を作成している。その資料の一部として、輝度の重畳現象が生じる映写

画像などに適した「映写画像用の等読みやすさ曲面」を誘導している。また、各視対象の設計用資料を室内の照度分

布計算法に基づいて関係づけることにより両視対象の見やすさに基づく視環境設計が可能であることを示すと共に、

視環境要因の推奨値の誘導例を示しているo
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以上、本論文で明らかにした理論と資料により、視覚情報機器を併用する室における複数視対象の見やすさに基づ

く視環境設計が可能であることを実証している。

論文審査の結果の要旨

視覚情報機器が併用される室においては、明視要素条件の異なる複数の視対象が同時に提示されるため、机上面照

度に基づく従来の照明設計法では視作業性を確保する設計が困難であるという問題を解決するために、各視対象の見

やすさに基づいた室の視環境設計に関する研究を行う意義は大き l'o 本論文では、視覚情報機器を併用する室におけ

る複数視対象の見やすさに基づく視環境設計法の確立を目的として系統的な検討を行っている o その主な成果を要約

すると次の通りである。

(l) 大学の講義室を対象とした、種々の視覚情報機器の使用実態及び視覚情報機器が用いられる室の視環境の現状に

関するアンケート調査の結果、視覚情報機器の中でも OHP の使用頻度が非常に高く、複数の視対象が同時に提示

されており、人工照明や昼光の制御を行っている場合が殆どであるにもかかわらず、使用者が見やすさに関する多

くの問題意識を抱いていることが明らかにされている D

(2) 従来、均一環境における印刷紙面視対象にのみその有効性が保証されている明視理論に基づく見やすさ予測法を、

視覚情報機器が併用される不均一な輝度分布を有する室内で提示される投影画像及び机上面視対象の見やすさ予測

にそれぞれ適用し、その有効性を被験者実験によって検証しているo

(3) 視覚情報機器使用時の機器条件、使用条件、照明条件、原画条件を入力として、映写画像と机上視対象の両者の

明視三要素を算出する手法を開発し、従来の光学理論に立脚しながら、より実用的な計算手法が明示されることに

より、各種条件の中から視対象の明視三要素に関わる要因を特定し、必要な資料を収集するための指針が得られて

いる。

(4) 最も代表的な視覚情報機器である OHP を対象として、その光学的メカニズムを分析した上で、明視三要素を予

測するために必要となる機器特性の表現方法を明確にし、今後の機器性能表示法に対する新しい提言が得られてい

る o

(5) 視対象の見やすさ評価の予測において、累積頻度分布に基づく確率的評価尺度を導入することによって、種々の

見やすさの水準に対応した視環境設計が可能となり、室の使用者や視作業の特性に応じた、よりきめ細やかな視環

境の設計を可能にしている。

(6) 複数の視対象の見やすさの予測に基づいた視環境設計に関する基本的方法論の検討の結果、視覚情報機器が用い

られる室の視環境設計を合理的に行う手法が示されている。

(7) 同手法を利用して作成された一般的な条件下での視環境設計用資料を用いることにより、室の視環境設計がより

簡便に効率良く行えることが実証され、今後の視環境設計の発展に大きく貢献しているo

以上のように本論文は、複数の視対象の見やすさの予測に基づいた視環境設計法を確立すると同時に、その建築設

計への利用法も提示している o 本論文の成果は質の高い視環境設計を可能にするものであり、建築環境工学の発展の

みならず建築設計水準の向上に寄与するところが大き l'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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